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1. はじめに 

新型コロナウイルスの世界的蔓延によって，教育機関に

おける教育方法が大きく変化した．特に顕著な変化は，

2020 年 3 月〜5 月にかけて全国的に実施された，非常事態

宣言に伴った講義の完全オンライン化であると考える．多

くの学校において，登校再開までの期間において，オンラ

イン授業の必要性に迫られた．現在では，ほとんどの初

等・中等教育機関は通常対面授業に移行し，高等教育機関

においては，実技科目を対面，座学系をオンラインとして

実施している場合や，オンライン形式と対面形式を組み合

わせた，いわゆる“ハイブリット形式”を実施している 

教育機関が多い[1]．また近年，パソコンの保有率だけでな

く，従来型の携帯電話に変わり，タブレットやスマートフ

ォン等の携帯型端末を保有している学生も増えつつあるこ

とから，オンライン講義を実施するための環境も少しずつ

ではあるが揃い始めていると考えられる[2]．新型コロナウ

イルスなどの感染症が続く中で，今後，ますますオンライ

ンによる教育の需要が増すものと考えらえる． 
筆者らが実践を行なっている高等専門学校（以下，高

専）では，2020 年 5 月からの非常事態宣言下における講義

再開時に，講義動画等を用いたオンデマンド講義やオンラ

インライブ講義を実施した．その学習効果について，授業

後のアンケート調査結果を元に分析したところ，従来型の

対面授業と比較して，学生の学習意欲や取り組み状況等に

おいて有用な知見を得た．例えば，オンライン用の講義動

画や資料の作成は，教員に対しては一定の業務的負担を強

いることにはなるが，一方で，自主学習活動に非常に活用

され，学生の学習効率や知識の定着度が向上することなど

が示唆された． 
そこで，2021 年度は全面的な対面授業が再開されたこと

を受け，2020 年度におけるオンデマンド講義，オンライン

ライブ講義の経験を活かし，対面・オンラインの両者の良

さを取り入れた反転学習スタイル[3-4]を導入した．特に，

現在の学校教育では「『主体的・対話的で深い学び』の実

現に向けた授業改善の推進」[5] が求められており，本学の

化学においても，「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向け，エンジニアを目指す高専生の特徴を活かした授業方

法の検討を行なっている． 
そこで本実践では，上述の「『主体的・対話的で深い学

び』の実現に向けた授業改善の推進」を念頭に，知識の定

着と活用及び学生の学習目的の明確化の実現という部分に

より重点を置き，動画を活用した事前学習と学生によるシ

ョートプレゼンテーション（後述）からなる反転学習を段

階的に実施することにより，知識定着や学習意欲等がどれ

だけ向上するかなどについてアンケート調査をベースとし

て分析を行った[6]． 

 

特に近年，高専や大学等では様々な科目において反転学

習が導入されている[7-9]．一方で，本実践のように入学初

学年の化学（学年全体）に対して，動画資料を導入・活用

した実践調査と学習効果の分析はまだ少ない状況にあり，

本取り組みは，今後の初学年化学において動画資料を活用

した反転学習を導入する上でも重要な指標になると考える． 
 

２．実施内容および手順・講義動画 

２．１ 実施対象および配信方法 

今回実施したクラスは，2021 年度入学の第 1 学年 4 クラ

ス（計 161 名）である．講義情報や動画の配信には Google 
Classroom を使用した．当該学年は，入学前（中学校課

程）において新型コロナウイルスの影響を受けている世代

であり，聞き取り調査によれば，中学校段階において，す

でにオンライン授業などを経験している学生も一定数在籍

していた． しかしながら，講義内ではオンライン授業が未

経験であることを前提として，Google Classroom の使用方

法や，個人間（教員と学生）の連絡手段である限定公開コ

メントの送信方法，課題の提出といった基本的な操作方法

等について．1 年間を通して問題が発生しないように丁寧に

説明を行った．なお，授業内アンケートについても Google 
Formを用いて実施した． 
 
２．２ 受講手順 

講義の１年間を通した受講フロー（前期・後期）を図１

に示す． 
 

 

図1：本年度に実施した前期および後期における講義前

後のフローチャート 

 
前期（図１左側）では，まず本講義形式（反転学習）に

慣れることを最重要課題として，予習動画による事前学習

とその学習状況の確認に重点を置いた．具体的には，次回

の講義内容を解説した予習動画を，講義の 1 週間前に各ク

ラスの化学専用 Google Classroom にアップロードし，学生

は当日までにその動画を視聴することで，内容の予習をし

てから講義に臨む．当日は，冒頭に予習動画内容ついて基

本的な内容を問う小テストを実施する．これは，当日の学

生の講義内容の理解状況を確認，重要項目・問題の共有，

さらに，予習動画を視聴する動機付けを兼ねている．これ

らの小テストの状況などを考慮して，当日の解説と演習の

割合を決定する．特に学生たちが理解不足と思われる項目

については，動画以上に丁寧に解説を行った．講義動画に

よる事前学習を前提としているため，授業内での繰り返し

の解説は最小限にとどめ，演習の時間を多く設けた．なお，

小テストの内容は動画内で解説を行なっている演習問題や

その類題を中心に出題している． 
後期（図１右側）では，前期 15 回によって，本講義形式

を理解したことを前提とした上で前期と同様の小テストに

加えて，あらかじめ教員側で振り分けた 8 人組グループで，

特定の講義前に 1 回ずつ，予習動画の内容に関する発表

（以下，ショートプレゼンテーション）を実施した．ショ

ートプレゼンテーションでは，あらかじめ配布したワーク

シートを元に，まず「司会・タイムキーパー」「発表」

「記録」「資料作成」等の役割分担をグループ内で決定し，

各班で動画において，どの内容が重要で，どこについて詳

しく説明する必要があるかを班全員で議論してもらい，そ

の討議過程も記してもらった．発表時間はおよそ 10 分〜15
分程度とした．発表後には質疑の時間を用意し，あらかじ

め教員側で決めた指定質問者（全員が半期間で必ず一度は

担当するように設定）および当日の質問活動を通して，自

らの言葉で質問する・答える練習も行った．これらの取り

組みによって，単に知識を得るだけでなく，さらに，その

知識を活用して，他者に対して自らの言葉で説明すること

により，講義内容への理解が深められるように配慮した．

なお，質問の中には即答できないものや，さらに調査が必

要なものも存在した．これらについては，発表の翌週まで

に班で追加調査を行い，その結果を報告することを義務付

けた．なお，講義内容を大きく超えるものに関しては教員

側で適宜補足を行った． 
全講義を通して，端末の不具合や学内の Wi-Fi 環境，ブ

ラウザの種類等によって，Google Classroom 上にアップロ

ードされた動画が一時的に視聴できないなども不具合もい

くつか見受けられた．しかしながら，件数は非常に少なか

ったことから，多くの学生において，本講義を受講するた

めの環境は整っていると考えられる． 
 
２．３ 講義動画 

本実践で使用した動画は全て著者らが作成したオリジナ

ルである．学生の集中力や継続性などを考慮して，1本あた

りおよそ 15 分程度になるように内容の厳選し，録音では聞

き取りやすい言葉や表現を用いた説明を心がけた．また，

当日の講義内容が障壁なくスムーズに理解できるように，

中学校の復習も踏まえた平易な解説を徹底し，さらに，イ

ラストやアニメーションといった視覚的な理解も促しなが
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中学校の復習も踏まえた平易な解説を徹底し，さらに，イ

ラストやアニメーションといった視覚的な理解も促しなが
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ら，学生の自習・復習用教材として活用される動画資料を

目指した．また，スマートフォン等の比較的画面が小さい

端末での視聴も想定し，文字サイズやイラストサイズなど

も十分に配慮した． 
続いて本年度に行った講義計画を表１に示す．動画の配

信日は学校の年間行事予定および同時開講で進めている 4
クラスの進捗状況，シラバスの学習内容，試験前演習等も

考慮して決定しており，本年度に関しては講義回数全 30 回

のうち，13 週分で反転学習用動画を配信した．実際の動画

資料の一部を図 2 に示す．(a)は表 2 における第 4 週「原子

の構造」内の電子式の書き方に関する解説の一部，(b)は第

26 週「化学結合 2」内の共有結合の仕組みに関して解説し

ている内容の一部をそれぞれ抜粋した．実際にはアニメー

ションなども多用しながら丁寧に解説を行なっている． 
座学だけでなく年 2 回実施する実験実習においても，そ

れぞれの実施内容や実験風景についても，あらかじめ教員

側でおこなった演示実験および現象解説と実験注意点など

を含めて動画として撮影し配布を行なった（図 2(c)）．こ

れによって，学生はあらかじめ実験内容および手順を理解

した上で当日に望むことができるため，実験進行がスムー

ズになるだけでなく， 実験器具の誤った使用による事故の

抑制にもつながると考える． 
 

表 1：講義計画と事前動画の有無 
週 講義内容 動画の有無 
1 ガイダンス × 
22  物物質質のの構構成成 11  ○○  
3 物質の構成 2 × 
44  原原子子のの構構造造  ○○  
55  化化学学式式ととイイオオンン式式  ○○  
66  分分子子量量とと物物質質量量  ○○  
7 前期中間試験対策 × 
88  化化学学反反応応とと物物質質のの量量的的関関係係 11  ○○  
99  化化学学反反応応とと物物質質のの量量的的関関係係 22  ○○  

1100  気気体体のの性性質質 11  ○○  
1111  学学生生実実験験①①  気気体体のの性性質質  ○○  
12 気体の性質 2 × 
13 気体の性質 3 × 
14 前期末試験対策 × 
15 前期のまとめ × 
1166  溶溶液液 11  ○○  
1177  溶溶液液 22  ○○  
1188  学学生生実実験験②②  定定比比例例のの法法則則  ○○  
19 溶液 3 × 
20 溶液 4 × 
21 溶液 5 × 
22 後期中間試験対策 1 × 
23 後期中間試験対策 2 × 
24 元素の周期表 1 × 
2255  化化学学結結合合 11  ○○  
2266  化化学学結結合合 22  ○○  
27 元素の周期表 2 × 
28 化学結合 3 × 
29 後期末試験対策 × 
30 化学 1 のまとめ × 

(a)

(b)

(c)

 
図 2：配信動画資料の一部．(a)第 4 週「原子の構

造」内の電子式の書き方に関する解説の一部．(b)第
26 週「化学結合 2」内の共有結合の仕組みに関して

解説している内容の一部である．(c)第 18 週「学生実

験②定比例の法則」にて事前配布した演示実験動画の

一部． 
 

４．実施結果および考察 

４．１ 講義動画を活用した予習・復習 

ここでは，前期末と後期末における学生へのアンケー

ト調査の結果（146名）を分析し，動画を活用した学習

の成果を明らかにする．なお，残りの15名については未

回答であった． 

図3は，前期末に行ったアンケート調査の結果である．

アンケートの質問内容は，以下の通りである． 

(a) 動画による事前学習で学習効果は上がったと思いま

すか？ 

1：思う，2：少し思う，3：あまり思わない， 
4：思わない，5：わからない 

(b) 動画はどのタイミングで視聴していますか？ 

1：授業前日までに，2：授業当日（授業前） 
3：毎回視聴していない，4：視聴していない 

(c) これまでの中間・期末試験対策として，配信動画を

見直しましたか？ 

1：何度も見直した，2：数回見直した， 
3：一部のみ見直した，4：全く見直していない  

 

 
図3：前期における動画の活用に関する調査結果 

 

図3(a)より，およそ80%の学生が予習動画の視聴によ

って，一定の学習効果を実感できていると回答しており，

動画は学生たちの学習活動や理解向上に向けた補助教材

として機能していることが示唆される．一方で，約15%
はあまり学習効果を実感できていないと回答しており，

入学時点における学力差に起因した動画内容の理解度に

一部課題も見られた．視聴のタイミングについて質問し

た(b)では授業前日までに視聴している学生が60%で，授

業前（当日）が約37%であることがわかった．ほとんど

の学生が授業前までに視聴できていることから，反転学

習として取り組みは成立しているものと考える．次の(c)
では，約75%の学生が試験に向けて動画を見直したと回

答しており，復習教材としての役割も果たしていること

が示唆された． 
 

 
図4：後期における動画の活用に関する調査結果 

 
後期末にも，同様の質問内容でアンケート調査を実施

した．図4(a)より，およそ85%の学生が授業前に動画を

視聴することによって，一定の学習効果を実感できてい

ると回答している．一方で，約12%は学習効果を実感で

きていないと回答している．今回の結果は前期に比べて

わずかではあるが効果を実感できた学生が増加している

ことから，前期・後期を通して，今回の動画は学生たち

の学習活動や理解向上に向けた補助教材として十分に機

能したことが示唆される．視聴のタイミングについて質

問した(b)では授業前日までに視聴している学生が56%で，

授業前（当日）が約40%であることがわかった．授業前

日に視聴する学生がわずかに減少する結果となっている

が，ほとんどの学生が授業前までには視聴を完了できて

おり，反転学習として取り組みも1年間を通して成立した

と考えられる．次の(c)では，約80%の学生が試験に向け

て動画を見直したと回答しており，こちらも前期に比べ

てわずかではあるが増加傾向となった．すなわち，動画

は復習教材としても十分な機能を果たしているというこ

とができる． 
 

表 2：動画を使った学習に関する感想（一例） 
質質問問内内容容  

動画を使った事前学習についての感想を書いてくだ

さい．  
好好意意的的なな意意見見  

1 ある程度理解した上で授業を受けられたので

良かった． 
2 自分は理解するのが遅いので，家でゆっくり

理解してからできるのが，とても安心して授

業を受けられました． 
3 視聴することで，理解度が上がるのは間違い

ないと思う．また，予習を促す効果もあると

思う． 
4 動画があったおかげで自分の分からないとこ

ろを何度も確認できたので，便利だった． 
5 事前にも視聴していますが，復習やテスト勉

強をする際にあとから見返すこともできるの

でありがたいです． 
やややや否否定定的的なな意意見見，，要要望望  

6 動画だけではわからないところも多かったた

め対面で復習をして欲しかった． 
7 予習の習慣はつくが，自分だけで理解するこ

とは難しい． 
8 動画で理解できないところがある時小テスト

で全く解けないです． 
9 わかりにくいところで，細かく質問をその場

でできなかったので，理解するのに時間がか

かる時があった． 
10 自分次第で人それぞれの学力に差が生まれや

すいような学習スタイルだと感じました． 
 
前期・後期に実施したアンケート調査には，学習の感

想を記述する質問も設けた．前期・後期あわせて298件
の回答を内容別にグループ化したところ，動画を活用し

た事前学習に対して好意的な意見が194件であるのに対

して，やや否定的な意見や改善・要望を述べたものが

104件であった．回答の一例は表2に示す通りである． 
事前に要点を理解したうえで授業に臨めるため，授業

内容を理解しやすいという意見が複数あることから，動

画を使った事前学習が学生の理解度の向上に効果的に働

いていることがわかる．一方で，予習の段階で疑問が生

じた学生や自力では理解が難しい学生へのフォローアッ

プには若干の課題があった．特にその場で質問ができな

いという回答については，対面講義外での質問手段が限

定的であったことが要因として挙げられる．今回，授業

外の質問はGoogle Classroomの限定公開コメントを通し

て行うように指示をしていた．一方で，限定公開コメン

トの稼働率は非常に低く（一部の学生のみしか使用して
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ら，学生の自習・復習用教材として活用される動画資料を

目指した．また，スマートフォン等の比較的画面が小さい

端末での視聴も想定し，文字サイズやイラストサイズなど

も十分に配慮した． 
続いて本年度に行った講義計画を表１に示す．動画の配

信日は学校の年間行事予定および同時開講で進めている 4
クラスの進捗状況，シラバスの学習内容，試験前演習等も

考慮して決定しており，本年度に関しては講義回数全 30 回

のうち，13 週分で反転学習用動画を配信した．実際の動画

資料の一部を図 2 に示す．(a)は表 2 における第 4 週「原子

の構造」内の電子式の書き方に関する解説の一部，(b)は第

26 週「化学結合 2」内の共有結合の仕組みに関して解説し

ている内容の一部をそれぞれ抜粋した．実際にはアニメー

ションなども多用しながら丁寧に解説を行なっている． 
座学だけでなく年 2 回実施する実験実習においても，そ

れぞれの実施内容や実験風景についても，あらかじめ教員

側でおこなった演示実験および現象解説と実験注意点など

を含めて動画として撮影し配布を行なった（図 2(c)）．こ

れによって，学生はあらかじめ実験内容および手順を理解

した上で当日に望むことができるため，実験進行がスムー

ズになるだけでなく， 実験器具の誤った使用による事故の

抑制にもつながると考える． 
 

表 1：講義計画と事前動画の有無 
週 講義内容 動画の有無 
1 ガイダンス × 
22  物物質質のの構構成成 11  ○○  
3 物質の構成 2 × 
44  原原子子のの構構造造  ○○  
55  化化学学式式ととイイオオンン式式  ○○  
66  分分子子量量とと物物質質量量  ○○  
7 前期中間試験対策 × 
88  化化学学反反応応とと物物質質のの量量的的関関係係 11  ○○  
99  化化学学反反応応とと物物質質のの量量的的関関係係 22  ○○  

1100  気気体体のの性性質質 11  ○○  
1111  学学生生実実験験①①  気気体体のの性性質質  ○○  
12 気体の性質 2 × 
13 気体の性質 3 × 
14 前期末試験対策 × 
15 前期のまとめ × 
1166  溶溶液液 11  ○○  
1177  溶溶液液 22  ○○  
1188  学学生生実実験験②②  定定比比例例のの法法則則  ○○  
19 溶液 3 × 
20 溶液 4 × 
21 溶液 5 × 
22 後期中間試験対策 1 × 
23 後期中間試験対策 2 × 
24 元素の周期表 1 × 
2255  化化学学結結合合 11  ○○  
2266  化化学学結結合合 22  ○○  
27 元素の周期表 2 × 
28 化学結合 3 × 
29 後期末試験対策 × 
30 化学 1 のまとめ × 

(a)

(b)

(c)

 
図 2：配信動画資料の一部．(a)第 4 週「原子の構

造」内の電子式の書き方に関する解説の一部．(b)第
26 週「化学結合 2」内の共有結合の仕組みに関して

解説している内容の一部である．(c)第 18 週「学生実

験②定比例の法則」にて事前配布した演示実験動画の

一部． 
 

４．実施結果および考察 

４．１ 講義動画を活用した予習・復習 

ここでは，前期末と後期末における学生へのアンケー

ト調査の結果（146名）を分析し，動画を活用した学習

の成果を明らかにする．なお，残りの15名については未

回答であった． 

図3は，前期末に行ったアンケート調査の結果である．

アンケートの質問内容は，以下の通りである． 

(a) 動画による事前学習で学習効果は上がったと思いま

すか？ 

1：思う，2：少し思う，3：あまり思わない， 
4：思わない，5：わからない 

(b) 動画はどのタイミングで視聴していますか？ 

1：授業前日までに，2：授業当日（授業前） 
3：毎回視聴していない，4：視聴していない 

(c) これまでの中間・期末試験対策として，配信動画を

見直しましたか？ 

1：何度も見直した，2：数回見直した， 
3：一部のみ見直した，4：全く見直していない  

 

 
図3：前期における動画の活用に関する調査結果 

 

図3(a)より，およそ80%の学生が予習動画の視聴によ

って，一定の学習効果を実感できていると回答しており，

動画は学生たちの学習活動や理解向上に向けた補助教材

として機能していることが示唆される．一方で，約15%
はあまり学習効果を実感できていないと回答しており，

入学時点における学力差に起因した動画内容の理解度に

一部課題も見られた．視聴のタイミングについて質問し

た(b)では授業前日までに視聴している学生が60%で，授

業前（当日）が約37%であることがわかった．ほとんど

の学生が授業前までに視聴できていることから，反転学

習として取り組みは成立しているものと考える．次の(c)
では，約75%の学生が試験に向けて動画を見直したと回

答しており，復習教材としての役割も果たしていること

が示唆された． 
 

 
図4：後期における動画の活用に関する調査結果 

 
後期末にも，同様の質問内容でアンケート調査を実施

した．図4(a)より，およそ85%の学生が授業前に動画を

視聴することによって，一定の学習効果を実感できてい

ると回答している．一方で，約12%は学習効果を実感で

きていないと回答している．今回の結果は前期に比べて

わずかではあるが効果を実感できた学生が増加している

ことから，前期・後期を通して，今回の動画は学生たち

の学習活動や理解向上に向けた補助教材として十分に機

能したことが示唆される．視聴のタイミングについて質

問した(b)では授業前日までに視聴している学生が56%で，

授業前（当日）が約40%であることがわかった．授業前

日に視聴する学生がわずかに減少する結果となっている

が，ほとんどの学生が授業前までには視聴を完了できて

おり，反転学習として取り組みも1年間を通して成立した

と考えられる．次の(c)では，約80%の学生が試験に向け

て動画を見直したと回答しており，こちらも前期に比べ

てわずかではあるが増加傾向となった．すなわち，動画

は復習教材としても十分な機能を果たしているというこ

とができる． 
 

表 2：動画を使った学習に関する感想（一例） 
質質問問内内容容  

動画を使った事前学習についての感想を書いてくだ

さい．  
好好意意的的なな意意見見  

1 ある程度理解した上で授業を受けられたので

良かった． 
2 自分は理解するのが遅いので，家でゆっくり

理解してからできるのが，とても安心して授

業を受けられました． 
3 視聴することで，理解度が上がるのは間違い

ないと思う．また，予習を促す効果もあると

思う． 
4 動画があったおかげで自分の分からないとこ

ろを何度も確認できたので，便利だった． 
5 事前にも視聴していますが，復習やテスト勉

強をする際にあとから見返すこともできるの

でありがたいです． 
やややや否否定定的的なな意意見見，，要要望望  

6 動画だけではわからないところも多かったた

め対面で復習をして欲しかった． 
7 予習の習慣はつくが，自分だけで理解するこ

とは難しい． 
8 動画で理解できないところがある時小テスト

で全く解けないです． 
9 わかりにくいところで，細かく質問をその場

でできなかったので，理解するのに時間がか

かる時があった． 
10 自分次第で人それぞれの学力に差が生まれや

すいような学習スタイルだと感じました． 
 
前期・後期に実施したアンケート調査には，学習の感

想を記述する質問も設けた．前期・後期あわせて298件
の回答を内容別にグループ化したところ，動画を活用し

た事前学習に対して好意的な意見が194件であるのに対

して，やや否定的な意見や改善・要望を述べたものが

104件であった．回答の一例は表2に示す通りである． 
事前に要点を理解したうえで授業に臨めるため，授業

内容を理解しやすいという意見が複数あることから，動

画を使った事前学習が学生の理解度の向上に効果的に働

いていることがわかる．一方で，予習の段階で疑問が生

じた学生や自力では理解が難しい学生へのフォローアッ

プには若干の課題があった．特にその場で質問ができな

いという回答については，対面講義外での質問手段が限

定的であったことが要因として挙げられる．今回，授業

外の質問はGoogle Classroomの限定公開コメントを通し

て行うように指示をしていた．一方で，限定公開コメン

トの稼働率は非常に低く（一部の学生のみしか使用して
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いない状況），対面で質問をしたいという要望も多いこ

とがわかった．これは，多くの場合で授業冒頭の小テス

トに向けて，疑問点を解消したいという考えに基づくも

のであり，動画資料を講義１週間前に投稿していること

にも関連している．後述するように，あらかじめ動画資

料をオンデマンド形式で視聴できるシステムを構築する

ことで，対面講義の際にすぐに質問ができる環境を整え
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じめ教員側で行った演示実験を動画資料として事前に配

布し，同様の反転学習形式で実施した．なお，実験回で

は小テストは実施していない．図5は，実験実習の実施後
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筆時に役に立ちましたか？ 
1：大いに役立った，2：少し役に立った， 
3：特に変わらない，4：そうは思わない 
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図5(a)では，実験に対する理解度が上がったと回答し

た学生が約90%と，ほとんどの学生が予習動画によって

一定の効果を実感できたことがわかった．また，図6(b)
においても，約90%の学生が当日の実験やレポート執筆

時に役に立ったと回答している．実験実習は予習動画を

使用した講義スタイルにも慣れてきた前期末および後期

中間付近で実施したこともあり，多くの学生が予習動画

を有効に活用できたことが示唆される．さらに学生から

のコメントを見ると，予習・復習の基本的な効果だけで

なく，「実際の道具や装置を用いた実験で，反応の様子

をみられるのはかなり勉強になった」や「手順があらか

じめわかるのでありがたい」など，実験の様子や手順が

可視化させることに対しても好意的な意見も多く得られ

た．なお，本実験において，事故等は一切発生しなかっ

たことを付け加える． 
 
４４．．２２  シショョーートトププレレゼゼンンテテーーシショョンン  

後期の授業では，学生が習得した知識を活用させるこ

とで知識の定着度を自ら確認できるように，授業にショ

ートプレゼンテーションを取り入れた．ここでは，学生

のアンケート調査への回答結果を分析し，後期に実施し

たショートプレゼンテーションの成果と課題を明らかに

する． 
ショートプレゼンテーション実施後に行ったアンケー
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(a) 後期より実施したショートプレゼンテーションの準
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(b) ショートプレゼンテーションの資料作りでは，班で
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1：1回以上集まった，2：1回程度集まった，3：集

まっていない 
(c) ショートプレゼンテーションを通して自分が担当し

た部分に関する理解度は向上したと思いますか？ 
1：大いにそう思う，2：少し思う，3：そうは思わ

ない 
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図6は，学生の回答の結果をまとめたものである．図

6(a)より，90%近い学生が１日～１日以上の時間をかけ

て資料を作成していたことがわかる．今回のショートプ

レゼンテーションでは概ね15分程度の予習動画を題材と

したため，１日程度で資料作成ができたと回答する学生

が多い結果となった． 
次に班で発表前に集まった回数を質問した(b)は，約

82%が１回は集まったと回答している．その一方で，一

度も集まらなかったと回答した学生が18%いることは注

意しなければならない．今回のショートプレゼンテーシ

ョンの資料作りでは，班活動のほとんどを学生の自主性

に任せ，教員側から学生を集めることはせず，発表内容

に関する質問等のサポートのみとした．多くの班では代

表者を中心として班で議論する機会を設け，発表内容の

 

検討や資料の精査を行っていたが，一部については，全

員が集まらず，特定の人員のみで議論を行っているケー

スもあった．また，一部が集まって議論をしたのちに，

オンラインにて共有して意見を求めると言った方法を取

るグループもあった．これらについては，今後，授業内

や自学自習時間内に学生たちの議論の場を提供し，教員

側もファシリテーションとして活動を促していくことが

重要である． 
最後に，ショートプレゼンテーションを実施したこと

による理解度の向上について質問した(c)については，程

度の差はあるが，90%以上の学生がショートプレゼンテ

ーションを実施したことで理解が深まったと回答してい

る．一方で，10%程度の学生が「そうは思わない」と回

答している．ここには学生の取り組み状況の差が関係し

ていると推測される．これについては4.3にて詳しく検討

する． 
  

４４．．３３  授授業業実実践践のの成成果果とと課課題題  

本授業実践では動画を使った事前学習は学生より好意

的な意見が多数寄せられ，学習内容の理解度の向上に効

果的に働いていることが示唆された．また，ショートプ

レゼンテーションでは，程度の差はあるにしても，ほと

んどの学生がより理解が深まったことを実感しているこ

とが示唆された．また，後期のアンケートの自由記述欄

には，発表後に設けた質疑応答に向けて「質問にも答え

られるように疑問に感じたことを調べるようにした」や

「周辺知識を多めに入れて，疑問を持ちそうな点をより

詳しくする」，「ただ動画の通りにまとめるのではなく，

クラスの人からの質問がどのように来るかを予想して，

スライドにまとめた」という回答が複数見受けられる．

このことは，後期の授業では，単に動画視聴による自己

学習を中心とした前期に比べて，自らの言葉で説明する

（知識を活用する）ために能動的に学習をする学生が増

えたということを示している．本実践を通して，知識の

定着と活用及び学生の学習目的の明確化という従来の課

題が概ね改善されたといえるだろう． 
また，Google Classroomを併用した授業に対してアン

ケートを取ったところ，「動画データが保管されている

ため見直しができて良い」や「聞き漏らした連絡事項な

どが確認出来るので助かっている」，「学校にいなくて

もオンラインで講義を受けたりできて便利だと思います．

自分にとっては新しい取り組みでしたが，良いものだと

思います」など，多くの肯定的なコメントが寄せられた．

一方で，課題として，Google Classroomにおいて，希に

発生した動画が視聴できないトラブルや，動画視聴履歴

やアクセス履歴といった学生個人の活動履歴を残すこと

ができず，学生の学習状況を把握することが難しいこと

などが挙げられる．今後，一般的な動画視聴サービスで

あるYouTubeへの動画投稿や閲覧履歴等を残すことがで

きるMoodle等を用いることによって，よりスムーズな学

習活動を実現し，さらに，学生たちの予習・復習状況や

動画の活用状況などを詳細に調べることを今後検討する． 

１年間を通して，学生の予習状況を調べることを目的

として前期・後期に共通して行った小テストに関しても，

「予習を通して自分がまだ理解していない部分が発見で

きるのはよかったです」，「授業毎に予習が必要になっ

て理解度の向上に大いに役立ったと思います」，「動画

をちゃんと見とけば答えられるようになっていて良いな

と思いました」など，肯定的なコメントが多く得られた．

特に今回の小テストが予習内容の理解度を計るための良

い指標として学生たちに受け入れられていることがコメ

ントから伺える． 
最後に，アンケート調査を通して，今後に向けた課題

も見えてきた．表3は講義全体に対する感想の一部を抜粋

したものである． 

 

表 3：感想から見える今後の課題等（一例） 
動動画画資資料料にに対対すするる意意見見  

1 動画が長く，少しだけ見るのが退屈になって

しまうことがあった． 
2 テストの時はとてもありがたかったけど 15 分

ぐらい続けて見るのは疲れることが多かった

です． 
シショョーートトププレレゼゼンンテテーーシショョンンにに対対すするる意意見見  

3 司会，進行をつとめたので，資料作りにはつ

とめませんでした． 
4 役割によって仕事量が変わるので，資料作り

か，発表は全員でやったほうが良いと思いま

した． 
5 準備時間がもう少し長い方が良い物が作れた 
6 予定が合わず班の人と集まれる時間が少なか

ったので，班の人と集まれる時間を作って欲

しい． 

 

今回の動画資料は概ね15分程度になるように内容を厳
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明した，ショートプレゼンテーション実施による理解度
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1 動画が長く，少しだけ見るのが退屈になって

しまうことがあった． 
2 テストの時はとてもありがたかったけど 15 分

ぐらい続けて見るのは疲れることが多かった

です． 
シショョーートトププレレゼゼンンテテーーシショョンンにに対対すするる意意見見  

3 司会，進行をつとめたので，資料作りにはつ

とめませんでした． 
4 役割によって仕事量が変わるので，資料作り

か，発表は全員でやったほうが良いと思いま

した． 
5 準備時間がもう少し長い方が良い物が作れた 
6 予定が合わず班の人と集まれる時間が少なか

ったので，班の人と集まれる時間を作って欲

しい． 

 

今回の動画資料は概ね15分程度になるように内容を厳

選するように努めたが，「動画が長い」や「変化がなく

てつらい」という意見が複数あった．これについては，

各回の学習内容は減らさずに，学生の集中力を持続させ

るという観点から，例えば動画を2つに分割するなどの案

が挙げられる．また，技術的な観点からは，動画内の喋

りについてもいくつか工夫する必要があるかもしれない

が，まずは，動画の適切な長さを検討することが今後の

課題の一つである． 
次に，ショートプレゼンテーションでは，あらかじめ

設定した役割分担によって，資料作り（議論）に参加し

なかったという意見がいくつかあった．これは４.２で説

明した，ショートプレゼンテーション実施による理解度

147



 

の向上と関連している．本来，資料作成および議論は班

全体で行うように教員側で説明を行ったが，一部の班で

は司会・進行の担当のため，議論は別に任せるなど，学

生の取り組み状況に大きく差が生まれていることがわか

った．発表資料作成に参加していない学生は，図6(c)に
て「そうは思わない」と回答している場合が多い傾向に

ある．今回の実践では，能動的な学習を促す観点から，

議論や資料作成のための班活動は全て学生主体で行うこ

ととし，教員側から働きかけることはしなかった．一方

で，上述するような意図しない問題が発生してしまった

ことについて，今後，班活動において全員が議論に参加

するように，教員側の指示を工夫する必要がある． 
最後に発表資料の準備時間に関する意見である．本実

践では動画資料の配布は各講義の1週間前と決めていた．

一方で，1週間で動画を視聴し，班で集まって資料作成を

するには時間が足りず，班員の予定が合わずに全員で集

まれないなどの意見が寄せられた．この問題に対しては，

学生が早めに学習活動に取り組める状況を作るために，

動画資料をオンデマンド化して，あらかじめ視聴ができ

る状況にすることで改善できる可能性がある．また，オ

ンデマンド化することによって，現在よりも早いタイミ

ングで動画を視聴できるため，前もって教員に質問する

ことも可能になる．これは，４.１にて示した「疑問点を

質問できない」という問題の改善にもつながると考える． 
 今回実践したオンデマンド動画教材を活用した反転授

業に関して，前期・後期それぞれにおいて，講義を受け

て感じたことや要望等についてアンケート調査を行った．

その結果，「予習動画があることによって，しっかり理

解することができたので良かったです．試験前のテスト

対策がとても分かりやすかったです」や「動画と，授業

の2回受けられるから，多くのことが身についたと思う」，

「予習，復習がかなり大切だと思った」など，動画資料

や反転学習に関するコメントが多く寄せられた．対面講

義に対するコメントとして，「生徒が前に出て演習問題

を解く時があったりして緊張感があって楽しかったで

す」や「授業のときに指名されますが，その際に自分の

理解度などが把握できるので良いと思いました」など，

演習を中心とした対面講義に対しても肯定的なコメント

が多く寄せられた．一方で，講義全般に対して，「中学

の頃に習ったことも多く勉強しやすかったが，新しく習

った範囲は授業を一回聞いただけでは理解できないこと

もあり，難しかった．」など，動画資料があってもつい

ていくことが難しいと答える学生も若干名いることがわ

かった．これについては，今後適切なフォローを実施で

きる体制を構築することを検討する．なお，上述のよう

な学生等のつまずきの原因については，別に筆者らが第

１学年全体を通して一斉調査も実施している[10]． 
 

５５．．おおわわりりにに  

本論文では，従来の講義形式における課題を解決する

ことを目的に，動画資料を活用した事前学習と学生によ

るショートプレゼンテーションからなる反転学習を前

期・後期を通して段階的に実施し，学生の授業に対する

アンケートの回答を分析することで，本実践の成果と課

題を明らかにした．本実践で得られた成果は次に示す通

りである． 

・ 動画資料は学生の理解度の向上に効果的に働いてい

ることが示唆された． 

・ 実験実習においても動画資料は効果的に働き，特に

実験手順や実施内容の明確化などに対しても好意的

な意見が多く得られた． 

・ 動画資料の予習状況を調べるために実施した小テス

トも，予習内容の理解度を計るための良い指標にな

っていることが示唆された． 

・ ショートプレゼンテーションでは多くの学生が活動

を通して学習内容の理解が深まったと回答し，資料

作成や質疑応答を通して，知識の定着と活用及び学

生の学習目的の明確化という従来の課題が概ね改善

された． 

一方で，４.３で示した課題や，継続的な取り組みに関す

る課題については，今後も検討が必要である．今後は，

他学年における化学でも，反転学習を継続的に実施し，

習得した知識を活用し，課題を解決するような発展的な

取り組みを目指す必要があると考える． 
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